
発表№ テーマ

会社・事業所名（フリガナ） 発表者名（フリガナ）

データサイズ３００KB以上で鮮明な
写真を貼り付けて下さい。
またはデータで添付してください。

サ　－　ク　ル　名　：

86-71 2018 年 6 月

5 名 4 回

42.6 歳 1 時間

47 歳

40 歳 ９ 件目 ・ １ 回目

（所属部署）
安全環境部

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 時 期

構 成 人 員 月 あ た り 会 合 回 数

平 均 年 齢 1 回 あ た り 会 合 時 間

最 高 年 齢 会 合 は  就業時間内・就業時間外・両方

最 低 年 齢 テ ー マ 暦 ・ 社 外 発 表

ＱＣサークル紹介 せーふてぃ～ず

201

（サークルの写真） 発表のセールスポイント

株式会社　キャタラー 豊泉　雄基

様式は絶対に変更

トヨイズミ ユウキカブシキカイシャ

有事に備えている防災食の入替に、

多大な時間と労力を要していた。

新たな管理方法により業務負荷低減

とＢＣＭの質向上を実現した事例です。

私たちの会社は、本社が静岡県掛川市にあり、主に⾃動⾞などの排気ガスをきれいにする、触媒の【研究】･【製造】･
【販売】を⾏っています。⼜、海外には、7箇所の⽣産拠点と、3箇所の営業所があり、グローバルで環境保全に貢献し
ています。

会社紹介 職場紹介

サークルレベル サークル運営の工夫

私たちは安全環境部に所属しており、5つの専⾨分野の
マネジメント事務局を運営しています。
せーふてぃ〜ずは部員5名で構成されています。

【サークル レベル】現在、Bゾーンであり、組織⼒が⾼いことが強みですが、⼀⽅で連携方法が低いという弱みがあるた
め、底上げを目指して活動を進めます。
【キーパーソン選定】今回のQC活動のキーパーソンには、QC経験5年⽬の牧野さんを選定、育成⽅針検討会を実施し、
育成計画を⽴案しました。弱みである「問題解決」と「QC手法」のレベルを2022年10月末までにレベル４に

向上させることを目標としました。

前回の活動の反省として活動内容の定期的な報告がで
きていなかった為、今回の活動ではその反省を踏ま
え、QCの旗の活用を軸に検討しました。QCの旗とは

活動の進捗を管理するツールです。今回の活動ではこ
のQCの旗を活⽤して全体⽇程の管理をするとともに、部
会を活用して定期的な報告を実施することにしました。

キーパーソン選定
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テーマ選定

メンバーが抱えている困りごとをリストアップし、サークルニーズ、職場ニーズで評価、
得点が最も⾼かった『非常用備蓄管理方法の改善』をテーマに選定しました。

テーマ選定

テーマ選定 非常用備蓄品とは？

取り組む必要性の明確化② 取り組む必要性の明確化③ 取り組む必要性の明確化 まとめ

⾮常⽤備蓄に関係する当社の災害対策は、「BCM」を軸に取り組んでいます。BCM
とは、ビジネスコンティニュイティマネジメントの略で、事業継続マネジメントと訳されます。
万が一、大規模災害などで被災しても、従業員の安全を守り、事業を継続でき

るよう体制を整えておくという活動です。
当社では2014年に国際規格ISO22301を取得しています。

【BCM体制】当社のBCM体制を紹介します。部署横断した組織体制を編成しており、初動組織、⼯場復旧組織、製品
供給組織が平時における事業継続マネジメント活動、および有事における緊急事態対応を担っています。特に初動組織
は人命の安全最優先で活動する組織であり、災害時の避難や非常用備蓄品の配付について管理している部

門となります。
【⾮常⽤備蓄品】について。災害が発⽣した場合、避難地へ⼀時避難します。避難地から下⼭した後は社員寮へ移動し、
被災者へ⾷料や滞在に必要な備品類を配付します。これら災害時に配付する備品類すべてを総称して、⾮常⽤備蓄品
といいます。安全環境部ではそのうちの防災食を管理しています。

【取り組む必要性の明確化】
②︓⽇本国内では地震が頻発しており、危惧されている南海トラフ地震もいつ起きてもおかしくない状況となっています。
③︓防災⾷の⼊替に掛る⼯数を調査したところ、1回当たり32hもの工数が掛かっており、場合によっては年に複数回あることがわかりました。管理⽅法を明確にすることで、突発で
の⼯数増加防⽌による負担軽減が⾒込めます。また、有事の際に必要な防災食を従業員にスムーズに配付する体制を常に整えておくことができるようになります。
まとめ︓以上のことから、取り組む優先度は高いと判断し、有事の際に従業員が不安にならないよう、スムーズに備品を配付できる体制を作ることを⽬標に活動を
スタートしました。

事業継続マネジメントとは・・・万⼀、⼤規模災害などで被災しても、従業員の安
全を守り、事業（製品供給）を継続できるよう、普段から役割を明確にして、すぐ
に対応できるよう体制を整えておくこと

取り組む必要性の明確化①

現状把握 防災食 保管場所

今回選定したテーマはどのQCストーリーが適当か勉強会
を実施し、リスクを低減し、失敗を防止するという
点から、未然防止型に適していることがわかりました。
未然防止型はせーふてぃ～ずにとって初めての

チャレンジとなるため、勉強会を実施しながら活動
を進めることにしました。

ストーリー選択

【現状把握】
防災⾷︓有事の際に配付を予定している防災⾷は被災3日間の朝、昼、夕および補食が栄養バランスを考慮し
てメニューが決められています。
保管場所︓防災食は社員寮にある防災倉庫に保管されています。倉庫内は整理・整頓できておらず、足の踏み
場もない状態で山積みにされています。
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【取り組む必要性の明確化①】今年度の部⽅針で「従
業員の安全を最優先にした事務局対応力の強化」
が掲げられおり、組織⼒の向上、⾮常時の対応強化を
⽬指しています。

７
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現状把握 活動計画

改善機会の発見 失敗モード一覧表 プロセスフロー図

過去トラブルの洗い出し︓この4つの業務フローに沿って過去トラブルの洗い出しを実施したところ、56件

あることが分かりました。
問題の種類の絞り込み︓次にこの過去トラブルの中から今回対象とする問題の種類の絞り込みを⾏いました。層別1では

「日常管理」での問題が61%、層別2の「日常管理」における「方法」での問題が59%、層別3の「日常管

理」における「方法」での「意図しないエラー(想定外・標準範囲外の失敗)」が90%を占めており、最も

多いということを把握できました。今回はこの「日常管理方法における意図しないエラー」に着目して活動を進めます。

未然防⽌型で初めて取り組むステップについては都度教育を実施し、メンバー全員が
理解してから進めるようにしました。

【改善機会の発⾒】
失敗モードとは過去に発⽣した失敗の型を指します。意図しないエラーの過去トラをグルーピングして、ルールを知らない/期日を忘れる/保管場所を間違えるなど、8種の失敗

モードを検出しました。
プロセスフロー図とは業務の構成要素を、プロセスとサブプロセスに分解した図になります。食料品の管理業務のプロセスを『納期管理』『発注』『入替』の3つの工程に

分解しました。サブプロセスについては、従業員数の確認など、計17工程を書き出しました。
ＦＭＥＡ表(失敗ﾓｰﾄﾞ影響解析表)を活⽤し、書き出した17個のサブプロセスに8個の失敗モードを当てはめ、起こりそうな失敗102件を洗い出しました。

防災⾷管理表︓防災⾷は防災⾷管理表で消費期限のタイミング、3年と5年で確認し、朝・昼・夕の配付数を調整しながら入替の対応をしています。
防災⾷の管理とは︓備蓄品の管理の流れについてのまとめです。平時では、①防災⾷等の購⼊、②倉庫に保管、③管理リストでの確認の流れを消費期限のタイミングである3年、
5年で定期的に更新するサイクルを回し、災害発生時に避難した従業員へ配付できるよう備えています。
業務フロー︓次に備蓄品管理の業務フローについて説明します。事務局と初動組織が連動して管理を実施しています。事務局は在庫管理、見積・発注、納品、入替の4つの

業務フローがあります。
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現状把握 防災食の管理とは

目標設定

業務フロー

⽬標の設定です。⽬標は日常管理方法における意図しないエラー18件を2022年

10月中旬までに0件にするとしました。防災⾷の⽇常管理⽅法における意図しないエ
ラーの発生を防止することができればプロセスのリスクを低減できたことになります。

未然防止型ステップの確認

ＦＭＥＡ表(失敗ﾓｰﾄﾞ影響解析表)

各ステップ毎に、リーダーを設定して、計画的に進めました。

13
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改善機会の発見 ＲＰＮ(危険優先度) 改善機会の発見 ＲＰＮ評価

キーパーソンの成長（中間報告） 対策の共有と水平展開

対策の共有と水平展開 対策立案 対策の共有と水平展開対策立案

対策の共有と水平展開 対策立案 対策の共有と水平展開 対策の検証

16件の起こりそうな失敗に対し対策案を⽴案しました。
「害⾍の被害に合う」という失敗に対しては、「保管場所を屋内に変更する」、などです。

サークルメンバーで対策案を確認し、類似する対策案を統合するなどして、最終的な対策
案を検討しました。

対策案を検討した結果、対策案を5つに集約しました。QCの旗で報告していた経過を元に、5つの対策案を有効性、コスト、実施の容易さから評価し、全て実施することを
決定、上司承認を得ることが出来ました。挙がった各対策にリーダーを設定し、リーダーを中心に全員参加になるよう計画を立て活動に着⼿しました。

ここでキーパーソンの成⻑中間報告です。
感染症が流⾏している時期の活動でしたが、TEAMSを活用し隙間時間等に
勉強会を実施したことにより効率的にQC手法がアップし、レベル4に向上しました。

続いて対策の⽴案です。対策⽴案には「対策発想チェックリスト」を使います。
起こりそうな失敗に対して、排除 / 代替化 / 容易化 / 異常検出 / 影響緩和と
いう5つの観点で対策を考えていきます。1番の「排除」から順番に対策案を考えていき、
案の出たところでその案を採⽤するという⽅法を取りました。

続いて、RPNを活⽤してリスクを評価します。リスクが最⼤となる4点の状態を「頻繁に発⽣
する」 「影響が甚⼤」 「検出できない」 と設定し、最⼤のリスクが２つ以上となる16点以
上を許容できないリスクとして対策案件としました。

洗い出した起こりそうな失敗102件をRPN評価したところ、16点以上のものは、102

件中16件になりました。
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対策実施計画
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29 30

2827
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31 32

対策①&② 対策③

対策③ 対策③

対策③ 対策③

対策④＆⑤ 効果の確認 ＲＰＮ評価

対策④見直し時期を決めるについては、忘れ防止対策として年度計画に防災

食管理を追記

対策⑤部全体の仕事として取り組むでは、部内で計画を共有し、皆で作業す

る旨を確認しました。
効果の確認です。対策実施前はRPN16点以上の起こりそうな失敗が16件ありましたが、
対策を実施することで0件にすることが出来ました。

定置では物を出し入れしやすいレイアウトを検討し、テープで表示。
定名、定色では防災食の配付タイミング別に色を決め、名称と共に表示するよう
にしました。

対策実施後の状態をレベル評価表で再評価したところ、4つの項目で目標を上回る

レベル4を達成することができました。

5定には定路、定量、定置、定名、定色がありレベル評価表が設けられています。
改善前の状態はほぼ全てがレベル1の状態でしたので、今後の維持管理に向けて、すべ
てを整えた状態であるレベル3以上を目指すことを⽬標としました。

定路では人・物が移動する際の動線を考慮して十分な通路を確保、

定量では必要数量と消費期限をホワイトボードに明記しました。

対策①保管場所の変更と対策②ゆとりを持った保管場所にするについては、保管場所を
屋外の防災倉庫から社員寮内の多⽬的ホールに変更しました。多⽬的ホールは社員寮に
住む従業員の憩いの場として設けられていましたが、近年積極的に使⽤されていなかったこ
ともあり、総務部と相談し、防災食の保管場所として使用することを決定しました。
これにより衛⽣的な室内で⼗分なスペースを確保することで、作業性が大幅に向上しま
した。

続いて対策③5定で整理整頓を実施しました。
5定とは4Sの整理・整頓の正常・異常を定量的に判断するためのツールです。
整理・整頓の基準は表現があいまいですが、5定の考え⽅を取り⼊れることで、整理・整頓
の基準が明確になります。
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効果の確認 過去トラへの対応 効果の確認 過去トラへの対応

対策の共有と水平展開 効果の確認

キーパーソンの成長（結果報告） サークルレベル

標準化と管理の定着

【標準化と管理の定着】5W1Hの観点でこのように決めました。作業要領書を作成し、作業内容を標準化することで誰でも同じ作業ができるようにすると共に、定期的に作業内
容の見直しを行い、作業のブラッシュアップに繋げていきます。
【反省と今後の課題】初めて未然防⽌型ストーリーに挑むことが出来て良かったが、⼿順を理解するのに苦労しました。次からは勉強する時間を活動計画に加え、活動していきます。
【最後に】今回の活動を通じて、有事の際、従業員が不安にならないようスムーズに防災食を配付できる体制を整えることが出来ました。さらに保管時の衛生状
態も大幅に改善！事務局の対応力がUPしました！！

キーパーソンの成⻑です。テーマリーダーのやりきりにより、「問題解決」「QC手法」共に

向上し、目標を達成することができました。
今回の活動では当初と同じBゾーンに留まったものの、QC手法、改善能力共に向上する

ことができました。今後もAゾーンを⽬指し、レベル向上を図ります。

対策の共有と⽔平展開です。今回の対策を対策事例集としてまとめ、BCM担当者へ

展開しました。また作業要領書で標準化し、関係者間で役割を明確にしていきます。
今回の対策内容は磐⽥拠点への⽔平展開を計画していきます。

テーマに対する効果として、防災食の入れ替え工数が13時間低減、管理方法が明確

化され担当者の負担が軽減、有事の際、従業員が必要な防災食を確実に遅滞な

く受け取れる仕組みを作ることができました。

続いて、過去トラが再発しないよう対策出来ているか検証しました。
防災⾷の⽇常管理⽅法の中の「意図しないエラー」に層別された過去トラそれぞれに、
今回実施した対策を照らし合わせ、有効だった対策と再発リスクの有無を確認しました。

検証の結果、全ての過去トラに対し対策が有効に作用したため、再発リスクのある
過去トラが18件から0件となり、⽬標達成です︕

反省と今後の課題


